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幌
延
町
議
会
定
例
会
が
６
月

18
日
に
開
催
さ
れ
、
行
政
報
告
、

一
般
質
問
、
報
告
３
件
、
議
案

５
件
を
審
議
し
、
全
会
一
致
で

可
決
し
、
終
了
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

▽
報
告
第
２
号

　
有
限
会
社
幌
延
町
畜
産
振
興

公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　
事
業
報
告
で
、
平
成
29
年
度

入
牧
頭
数
は
６
百
88
頭
で
、
前

年
度
と
対
比
し
て
40
頭
の
増
加

と
な
っ
て
い
る
。

　
決
算
内
容
は
、
営
業
収
益
６

千
４
百
66
万
５
千
円
に
対
し
、

営
業
費
用
が
６
千
４
百
29
万
１

千
円
と
な
り
、
37
万
４
千
円
の

経
常
利
益
と
な
っ
た
。

　
平
成
30
年
度
の
事
業
計
画
で

は
、
草
地
利
用
が
、
６
百
70
頭

を
予
定
し
、
平
成
29
年
度
計
画

よ
り
90
頭
増
を
予
定
し
て
い
る
。

▽
報
告
第
３
号

　
株
式
会
社
幌
延
町
ト
ナ
カ
イ

観
光
牧
場
の
経
営
状
況
に
つ
い

て

　
事
業
報
告
で
、
昨
年
度
の
入

場
者
の
数
は
、
４
万
７
千
７
百

41
人
と
な
り
前
年
度
と
比
較
し

て
、
１
万
９
千
９
百
85
人
増
え

た
。

　
収
支
は
、
営
業
利
益
２
千
１

百
12
万
６
千
円
、
営
業
費
用
は

２
千
65
万
３
千
円
と
な
り
、
営

業
利
益
は
47
万
３
千
円
。
そ
の

他
営
業
外
収
益
で
は
、
合
計
27

万
３
千
円
あ
り
、
経
常
利
益
が
、

74
万
６
千
円
と
な
っ
た
。

　
次
に
平
成
30
年
度
収
益
予
算

は
、
収
支
と
も
に
２
千
15
万
４

千
円
と
し
、
収
入
の
主
な
も
の

は
、
ト
ナ
カ
イ
貸
出
３
百
万
円
。

受
託
事
業
収
入
１
千
６
百
31
万

２
千
円
な
ど
を
見
込
ん
で
い
る
。

費
用
の
主
な
も
の
は
、
修
繕
料

60
万
円
、
水
道
光
熱
費
４
百
19

万
円
、
委
託
料
１
千
２
百
14
万

円
７
千
円
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。

▽
議
案
第
３
号

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　
平
成
30
年
度
施
行
医
療
技
術

職
員
住
宅
建
設
工
事
。

　
契
約
の
方
法
は
、
指
名
競
争

入
札
で
、
契
約
金
額
は
６
千
８

百
４
万
円
。
建
築
工
事
の
概
要

は
、
木
造
２
階
建
、
１
棟
４
戸
。

延
べ
床
面
積
２
百
70
．
37
平
米

で
、
平
成
30
年
12
月
12
日
ま
で

の
工
期
で
あ
る
。

行
政
報
告―

町
長

行
政
報
告―

町
長

○
幌
延
町
移
住
情
報
Ｐ
Ｒ
支
援

セ
ン
タ
ー
の
運
用
開
始
に
つ
い

て
　
昨
年
度
か
ら
改
修
工
事
や
条

例
制
定
等
準
備
を
進
め
て
い
た

が
、
５
月
１
日
に
運
用
を
開
始

し
た
。
開
設
当
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
旭
川
支
社
の
島
支
社
長

を
は
じ
め
、
幌
延
駅
長
、
町
議

会
、
町
観
光
協
会
、
町
民
の
皆

様
に
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
無

事
、
開
設
式
を
挙
行
で
き
た
。

　
本
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
協
力
の
も
と
、
幌
延
駅
の

一
部
を
借
り
て
、
移
住
に
関
す

る
相
談
及
び
支
援
、
ま
た
観
光

案
内
や
町
民
乗
車
票
の
販
売
等

を
行
う
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
移
住
者
受
け

入
れ
体
制
の
充
実
や
、
ま
ち
の

賑
わ
い
創
出
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

○
幌
延
町
観
光
大
使
に
つ
い
て

　
幌
延
町
観
光
大
使
と
し
て
、

平
成
27
年
４
月
27
日
か
ら
３
年

間
の
任
期
で
幌
延
町
の
観
光
振

興
に
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
井
上
仁
志
氏
に
再
度
、

平
成
30
年
度
５
月
１
日
か
ら
３

年
間
の
任
期
で
幌
延
町
観
光
大

使
を
委
嘱
し
た
。

教
育
行
政
報
告―

教
育
長

教
育
行
政
報
告―

教
育
長

○
学
校
教
育

　
平
成
30
年
度
町
内
小
中
学
校

の
学
級
編
成
、
児
童
生
徒
数
及

び
教
職
員
数
に
つ
い
て
、
小
学

校
２
校
で
13
学
級
、
児
童
数
１

百
26
名
。
中
学
校
は
２
校
で
７

学
級
、
生
徒
数
53
名
と
な
っ
て

お
り
、
４
校
の
合
計
で
は
、
20

学
級
１
百
79
名
と
な
り
、
教
職

第３回

６月18日

幌
延
町
議
会

定
例
会
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地域の課題をとらえて地域の課題をとらえて
3氏が一般質問

人
口
減
少
に
つ
い
て

質
問

人
口
減
少
を
前
提
と
し

た
対
策
を
今
ま
で
以
上
考
え
て

い
な
か
け
れ
ば
減
少
は
押
さ
え

ら
れ
な
い
と
思
う
が
。

町
長

早
急
に
手
を
打
つ
課
題

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
今
ま
で

注
ぎ
込
ん
で
き
た
投
資
の
部
分

も
芽
が
出
れ
ば
、
雇
用
の
場
も

増
え
る
が
、
人
手
不
足
の
課
題

も
大
き
く
、
二
つ
あ
わ
せ
て
今

後
考
え
て
い
く
。

質
問

高
齢
者
の
経
験
を
活
か

し
、
就
労
を
続
け
る
仕
組
み
を

創
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
設
置
を
考
え
て
は
。

町
長

拠
点
、
柱
に
な
る
と
こ

ろ
を
見
据
え
て
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
運
営
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
か

ら
前
へ
進
め
な
か
っ
た
の
も
現

実
で
あ
り
、
健
康
で
元
気
に
動

け
る
働
き
の
場
と
し
て
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問

創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

52
年
の
目
標
人
口
の
数
値
を
見

直
さ
な
い
考
え
て
よ
ろ
し
い
の

か
。

町
長

５
ヵ
年
計
画
を
立
て
た

以
上
、
平
成
31
年
度
末
ま
で
は

目
標
数
値
は
変
え
な
い
し
、
そ

こ
に
投
資
を
し
、
雇
用
の
場
の

確
保
、
経
済
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

質
問

平
成
28
年
度
末
で
は
、

出
生
率
１
．
84
と
増
加
し
て
い

る
が
、
出
生
数
の
増
加
に
至
っ

て
い
な
い
。
自
然
増
減
や
転
出

の
傾
向
を
分
析
し
て
、
人
口
目

標
を
設
定
し
た
の
か
。

町
長

計
画
策
定
時
点
で
立
て

た
時
の
人
口
で
２
．
07
の
出
生

率
で
い
け
ば
、
達
成
で
き
る
だ

ろ
う
と
い
う
希
望
的
数
字
だ
っ

た
。

質
問

以
前
、
企
業
誘
致
に
つ

い
て
早
急
に
条
例
、
規
則
を
作

り
、
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
と

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
現
在
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長

固
定
資
産
税
減
免
の
措

置
等
を
作
っ
て
、
い
ま
ま
で
作

っ
て
き
た
も
の
と
併
せ
て
Ｐ
Ｒ

で
き
る
と
感
じ
て
い
る
。

選
挙
公
約
に
つ
い
て

質
問

地
域
ト
ー
ク
の
開
催
で
、

平
成
27
年
度
の
答
弁
で
今
年
中

に
計
画
を
立
て
、
少
し
ず
つ
進

め
る
と
あ
る
が
、
今
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

町
長

も
っ
と
フ
レ
ン
ド
リ
ー

に
小
さ
な
サ
イ
ズ
の
関
係
機
関

と
砕
け
た
形
で
ト
ー
ク
が
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
最
高
だ
と
思

っ
た
。

質
問

特
産
品
の
開
発
促
進
を

早
急
に
お
願
い
し
た
い
。

町
長

個
人
、
民
間
で
進
め
ら

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
形

で
お
手
伝
い
で
き
る
の
か
考
え

て
い
く
。

質
問

任
期
中
に
達
成
で
き
な

い
公
約
が
沢
山
あ
る
と
思
う
が
、

２
期
目
を
目
指
す
考
え
は
あ
る

の
か
伺
う
。

町
長

秋
ま
で
全
力
で
公
約
の

施
策
を
進
め
て
い
く
。
最
終
決

断
は
、
後
援
会
の
皆
様
方
に
相

談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

前
向
き
に
次
期
選
挙
に
向
け
て

体
制
を
築
け
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

高 橋　秀 之

・
人
口
減
少
に
つ
い
て

・
選
挙
公
約
に
つ
い
て

員
数
は
前
年
度
と
比
べ
１
名
減

の
40
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
指
導
体
制
に
つ
い
て
は
、
新

学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
向
け

て
た
意
向
処
置
に
よ
る
小
学
校

３
、
４
年
生
の
外
国
語
活
動
や

５
、
６
年
生
の
英
語
科
の
授
業

数
増
に
対
応
す
る
た
め
、
２
名

の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
新
た
に
幌
延
小
学

校
に
学
習
支
援
員
を
１
名
配
置

し
、
今
年
度
も
特
別
支
援
教
育

支
援
員
を
幌
延
小
学
校
に
２
名
、

心
の
サ
ポ
ー
ト
相
談
員
を
幌
延

中
学
校
に
１
名
配
置
し
、
学
習

支
援
や
生
徒
指
導
の
実
施
を
図

っ
て
い
く
。

　
問
寒
別
中
学
校
２
年
生
の
遠

藤
芽
衣
さ
ん
が
第
42
回
全
国
児

童
生
徒
木
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

全
国
２
万
５
千
２
百
20
点
の
作

品
の
中
で
、
見
事
に
中
学
生
の

部
で
入
選
を
果
た
し
た
。
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深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

質
問

研
究
期
間
を
「
お
よ
そ

20
年
程
度
」
と
し
て
い
る
が
、

非
公
式
な
協
議
も
な
い
の
か
。

町
長

現
時
点
に
お
い
て
、
日

本
原
子
力
研
究
開
発
機
関
、
国
、

北
海
道
と
の
協
議
は
行
っ
て
い

な
い
。

質
問

５
百
メ
ー
ト
ル
以
深
の

工
事
要
請
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

町
長

当
初
計
画
に
あ
る
要
請

の
ま
ま
で
あ
る
。

質
問

な
か
な
か
難
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
。

町
長

着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
に
お
願
い
し
て
い
る
。

質
問

地
層
処
分
調
整
会
議
で

は
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
意
向
に
よ
る
と

い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
が
。

町
長

原
子
力
機
構
の
計
画
に

基
づ
い
て
計
画
と
事
業
を
毎
年

報
告
し
て
い
る
。
国
に
関
し
て

の
話
で
は
な
い
か
。

質
問

深
地
層
の
問
題
も
過
去

に
調
査
委
員
会
と
い
う
も
の
を

議
会
で
作
り
、
10
ヵ
月
程
の
議

論
を
し
た
が
、
平
成
31
年
末
の

原
子
力
機
構
の
案
が
出
て
き
た

段
階
で
議
論
す
る
こ
と
に
な
る

の
か
。

町
長

私
達
は
素
人
な
の
で
、

そ
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
、
と

や
か
く
言
及
で
き
る
こ
と
で
は

な
く
、
出
て
き
た
と
い
う
と
こ

ろ
で
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
と

思
っ
て
い
る
。

質
問

平
成
31
年
３
月
で
電
源

三
法
交
付
金
は
基
本
的
に
切
れ

る
が
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

町
長

計
画
書
が
上
が
っ
て
き

た
中
で
、
議
会
で
も
議
論
を
し

な
が
ら
、
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
平
成
32

年
度
ま
で
は
研
究
期
間
の
中
に

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

風
力
発
電
に
つ
い
て

質
問

２
件
の
小
型
風
車
に
つ

い
て
、
申
請
が
出
た
が
、
建
設

が
進
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
が
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

鷲 見　　 悟

・
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

と
風
力
発
電
等
の
環
境

問
題
に
つ
い
て

深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の
処
分

技
術
の
地
下
研
究
と
交
付
金
の

使
い
道
に
つ
い
て

質
問

宮
本
町
長
時
代
か
ら
、

深
地
層
研
究
に
関
連
し
た
研
究

施
設
や
関
連
施
設
誘
致
を
働
き

か
け
て
き
た
進
歩
状
況
並
び
に
、

平
成
25
年
11
月
、
野
々
村
町
長

が
議
長
時
代
に
町
長
と
当
初
の

計
画
通
り
５
百
メ
ー
ト
ル
ま
で

掘
削
を
要
請
し
た
が
、
５
年
経

っ
た
今
も
着
手
の
見
透
し
す
ら

立
っ
て
い
な
い
現
状
を
ど
う
感

じ
、
改
善
さ
せ
る
の
か
。
そ
し

て
、
残
り
３
年
を
切
っ
た
中
で

も
、
５
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
掘
っ

て
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
努
力

を
ど
う
続
け
ら
れ
る
の
か
。

町
長

深
地
層
研
究
に
関
連
す

る
研
究
施
設
等
の
誘
致
に
つ
い

て
は
、
幌
延
深
地
層
研
究
計
画

の
着
実
な
推
進
、
５
百
メ
ー
ト

ル
坑
道
建
設
と
合
わ
せ
、
前
町

長
の
時
か
ら
引
き
続
き
関
係
機

関
に
要
望
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
が
人
件
費
の
捕
捉
、

研
究
建
屋
取
得
に
よ
る
研
究
継

続
の
側
面
支
援
を
図
る
姿
勢
が

評
価
さ
れ
、
補
助
金
の
減
額
を

抑
止
で
き
た
こ
と
は
、
一
つ
の

成
果
と
言
え
る
。
こ
こ
で
の
研

究
成
果
が
新
た
な
研
究
機
関
の

誘
致
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
充

分
あ
り
、
ま
さ
に
国
、
関
係
機

関
と
の
連
携
の
賜
物
で
あ
る
。

質
問

電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
の
充
当
効
果
、
今
後
の
財

源
活
用
に
つ
い
て
は
。

町
長

年
間
１
億
５
千
万
円
程

度
交
付
さ
れ
、
地
域
医
療
に
必

斎 賀　弘 孝

・
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の

処
分
技
術
の
地
下
研
究
と

交
付
金
の
使
い
道
と
町
長

２
期
目
に
つ
い
て

町
長

今
、
精
査
を
し
て
い
る
。

質
問

道
北
エ
ナ
ジ
ー
の
大
型

風
車
３
千
６
百
㎾
の
送
電
網
は
、

今
ま
で
の
オ
ト
ン
ル
イ
風
車
と

場
所
的
に
重
な
る
が
、
一
緒
に

送
電
で
き
な
い
の
か
。

町
長

オ
ト
ン
ル
イ
の
送
電
線

は
、
あ
の
電
線
の
太
さ
や
電
柱

に
限
度
が
あ
る
。
倍
の
電
気
を

流
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
無

理
が
あ
る
。
環
境
に
影
響
の
な

い
地
下
埋
設
を
す
る
と
聞
い
て

い
る
。

質
問

中
川
町
か
ら
稚
内
市
ま

で
の
送
電
網
強
化
の
工
事
費
は
、

新
聞
報
道
で
は
５
百
億
円
、
町

の
説
明
で
は
、
１
千
億
円
を
超

え
る
と
の
話
だ
っ
た
が
。

町
長

５
百
億
円
と
は
押
さ
え

て
な
い
。

質
問

過
去
の
デ
ー
タ
で
は
そ

う
な
っ
て
い
る
。
送
電
網
に
つ

い
て
も
景
観
の
問
題
が
出
て
来

て
い
る
と
思
う
が
。

町
長

景
観
上
の
問
題
や
支
障

が
出
る
よ
う
で
あ
れ
ば
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問

景
観
や
環
境
の
問
題
は
、

価
値
観
や
捉
え
方
の
違
い
は
あ

る
と
思
う
。
日
本
の
場
合
は
、

建
て
て
し
ま
っ
た
ら
、
後
で
問

題
が
出
て
も
協
議
の
対
象
に
な

ら
な
い
。
住
民
合
意
を
作
る
た

め
に
は
、
行
政
の
力
が
必
要
だ
。

町
長

環
境
省
で
も
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
通
じ
て
、
住
民
の

声
や
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

話
を
進
め
て
い
る
。
議
会
と
の

議
論
も
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

を
作
っ
て
い
く
。

ほろのべの窓　2018.9月号▶　4

ほろのべ議会だより 第105号　③



第
３
回

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

　
６
月
６
日

○
調
査
事
項

▽
第
５
期
幌
延
町
障
が
い
福
祉

計
画
及
び
第
１
期
幌
延
町
障
が

い
児
福
祉
計
画
に
つ
い
て

質
昨
今
、
障
が
い
者
年
金
の

給
付
や
障
が
い
者
の
級
の
見
直

し
と
い
う
問
題
が
出
て
い
る
。

町
村
で
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
ま
だ
詳
し
く
は
分
か
ら
な

い
状
況
で
あ
る
。

質
本
町
に
お
い
て
、
障
が
い

者
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
い

る
の
か
。

答
障
が
い
者
手
帳
の
級
と
障

害
の
程
度
の
基
準
が
違
う
の
で
、

全
て
把
握
は
し
て
い
な
い
が
、

障
が
い
者
年
金
を
受
給
で
き
る

方
は
１
０
０
％
受
給
さ
れ
て
い

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

質
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
つ
い
て
、
共
同
設
置

に
向
け
て
協
議
を
進
め
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
本
町
の
現
状
を

踏
ま
え
る
と
、
単
独
で
構
築
で

き
る
と
考
え
る
が
。

答
北
海
道
と
し
て
、
圏
域
ご

と
で
協
議
の
場
を
設
置
し
た
い

と
い
う
意
向
が
あ
っ
た
こ
と
等

も
あ
り
、
本
計
画
の
中
で
は
、

宗
谷
全
体
と
し
て
、
共
同
設
置

で
協
議
し
て
い
く
と
い
う
計
画

に
す
る
。

質
障
が
い
児
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、
数
年
前
か
ら
セ

ン
タ
ー
の
人
員
も
含
め
、
そ
の

体
制
に
つ
い
て
課
題
と
な
っ
て

い
る
と
思
う
が
、
解
決
に
向
け

た
話
し
合
い
は
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

答
明
日
、
今
後
の
体
制
の
あ

り
方
、
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
事
務
担
当
者
レ
ベ
ル
で
協

議
す
る
場
所
を
設
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

▽
名
林
公
園
樹
木
診
断
に
つ
い

て
　
以
前
よ
り
、
議
員
並
び
に
町

内
会
の
方
々
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
あ
っ
た
名
林
公
園
に
あ

る
木
々
の
対
応
等
に
つ
い
て
検

討
し
た
結
果
、「
道
立
総
合
研

究
機
構
林
業
試
験
場
」
が
開
発

し
た
木
々
の
腐
敗
状
況
を
簡
単

に
調
べ
ら
れ
る
装
置
を
用
い
て

行
う
こ
と
と
し
た
。

　
診
断
費
用
は
、
装
置
の
製
品

化
に
向
け
、
多
く
の
デ
ー
タ
が

要
な
人
材
確
保
、
子
育
て
環
境

の
整
備
、
消
防
、
救
急
体
制
の

維
持
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向

上
に
充
て
ら
れ
た
。
人
件
費
に

充
当
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る

一
般
財
源
の
う
ち
、
６
千
５
百

万
円
を
将
来
の
地
域
振
興
に
活

用
す
る
こ
と
を
目
的
に
ふ
る
さ

と
創
生
基
金
に
積
立
し
て
き
た
。

今
後
も
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る
一

般
財
源
を
活
用
し
、
公
共
施
設

等
の
適
正
な
管
理
と
財
源
の
健

全
化
を
進
め
た
い
。

質
問

深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長
に
よ
る
研
究
期
間
に
対
す

る
発
言
で
「
19
年
度
末
ま
で
に

研
究
終
了
ま
で
の
工
程
や
そ
の

後
の
坑
道
埋
め
戻
し
な
ど
を
含

む
全
体
計
画
を
策
定
す
る
予
定

が
あ
る
」
と
い
う
発
言
に
つ
い

て
の
町
長
の
感
想
や
意
見
は
あ

る
の
か
。

町
長

第
３
期
中
長
期
計
画
期

間
の
中
の
平
成
31
年
度
末
ま
で

に
そ
の
工
程
に
つ
い
て
決
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
の
発
言
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

質
問

調
査
研
究
計
画
書
に
、

研
究
を
終
え
る
と
載
る
の
と
、

研
究
期
間
を
延
長
す
る
と
載
る

の
で
は
違
い
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長

研
究
計
画
書
は
、
期
間

中
に
実
施
さ
れ
る
研
究
内
容
に

関
す
る
で
も
の
あ
り
、
中
長
期

計
画
と
は
場
面
が
違
う
と
思
っ

て
い
る
。
計
画
が
出
さ
れ
る
前

に
お
知
ら
せ
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

事
前
に
皆
さ
ん
と
相
談
で
き
る

だ
ろ
う
。

町
長
２
期
目
に
つ
い
て

質
問

町
長
２
期
目
を
め
ざ
し
、

前
向
き
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

町
長

私
自
身
も
こ
の
秋
ま
で

の
期
間
、
一
生
懸
命
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
次
期
に
向
け
、

皆
さ
ん
に
推
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
形
で
進
め
て
い
き
た
い
。

必
要
な
こ
と
か
ら
、
一
切
か
か

ら
な
い
。

　
名
林
公
園
の
土
地
・
立
木
竹

に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
無
償
貸

付
を
受
け
て
お
り
、
危
険
木
の

伐
採
の
可
否
に
つ
い
て
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
所
定
の
報
告

は
必
要
で
あ
る
が
、
問
題
な
い

と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

質
伐
採
し
た
木
の
処
理
は
ど

う
す
る
の
か
。

答
ふ
る
さ
と
の
森
の
樹
木
を

伐
採
し
た
際
に
も
、
希
望
す
る

町
民
の
方
に
無
償
提
供
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
還
元
し
た
い
と
思
う
。

質
名
林
公
園
が
寂
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
花
の
咲
く
木
を

植
え
る
等
、
何
か
考
え
て
い
る

の
か
。

答
町
民
が
楽
し
め
る
環
境
づ

く
り
を
考
え
る
と
、
そ
う
い
う

樹
種
を
植
え
て
く
の
も
方
法
か

も
し
れ
な
い
。
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

質
名
林
公
園
は
原
始
の
森
と

い
う
こ
と
で
、
北
海
道
で
も
有

数
の
巨
木
が
あ
る
公
園
だ
と
思

う
。
こ
れ
は
貴
重
な
資
料
で
は

な
い
か
。
樹
木
を
維
持
す
る
こ

と
を
踏
ま
え
た
管
理
の
仕
方
も

必
要
で
あ
り
、
巨
木
を
残
す
方
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で
は
、
涼
し
い
日
が
続
き
、

そ
れ
以
降
は
８
月
４
日
頃
ま

で
高
温
と
な
り
、
幌
延
町
で

30
度
を
超
え
る
日
が
何
日
か

続
い
た
。
そ
の
後
、
平
年
並

み
に
戻
っ
て
い
る
が
、「
何
だ

ろ
う
、
今
年
は
」
。
小
麦
も

冷
害
だ
と
風
の
た
よ
り
で
聞

こ
え
て
く
る
が
、
な
ん
と
か

牛
さ
ん
だ
け
は
頑
張
っ
て
12

月
を
迎
え
て
ほ
し
い
。

編
集
委
員
長　
西
澤　
裕
之

副
委
員
長　
鷲
見　
　
悟

委　
　
員　
高
橋　
秀
之

　
　
　
　
　
吉
原　
哲
男

法
も
考
え
た
方
が
い
い
の
で
は

な
い
か
。

答
診
断
結
果
が
、
す
ぐ
に
も

倒
木
の
危
険
性
が
あ
る
木
に
つ

い
て
は
、
伐
採
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
何
か
手
を
加
え
る

こ
と
で
、
そ
の
木
が
安
全
に
維

持
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
木
を

も
た
す
こ
と
も
視
野
に
い
れ
て

考
え
て
い
る
。

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

か
ら
表
彰　

　
町
村
議
会
議
員
と
し
て
15
年

以
上
そ
の
職
に
あ
っ
た
者
を
対

象
と
し
て
、
本
町
議
会
議
員
３

名
に
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
表
彰
状
は
、
９
月
定
例
会

前
に
議
場
に
お
い
て
議
長
か
ら

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　
植
村
議
長
、
無
量
谷
議
員
、

斎
賀
議
員
。

（
無
量
谷
議
員
に
は
後
日
、
議

長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。）

左から野々村町長、植村議長、斎賀議員

編
集
後
記

　

国
内
で
は
、
７
月
、
８
月

と
猛
暑
が
続
い
て
い
る
。
気

温
も
40
度
を
超
え
る
猛
暑
で

熱
中
症
に
な
り
救
急
搬
送
さ

れ
る
方
が
続
出
し
た
。
ま
さ

に
夏
を
乗
り
切
る
た
め
に
熱

さ
と
の
戦
い
に
な
っ
て
い
る
。

　

私
達
の
幌
延
町
に
も
冬
は

豪
雪
、
４
月
10
日
の
雪
、
５

月
と
６
月
10
日
の
遅
霜
に
よ

り
、
野
菜
や
花
な
ど
に
被
害

が
出
た
。
イ
タ
ド
リ
は
霜
で

枯
れ
、
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
も
今

年
は
遠
別
町
以
北
は
花
は
咲

か
な
か
っ
た
。
７
月
22
日
ま

議 会 の 動 き
4月13日▶第１回情報推進常任委員会
4月13日▶第３回全員協議会
4月19日▶第35回議会報編集委員会
4月26日▶第３６回議会報編集委員会
5月10日▶こども議会
5月15日▶宗谷管内町村議会議員研修会（豊富町）
5月21日▶第２回幌延町議会臨時会
5月21日▶第４回全員協議会
6月6日▶第２回議会運営委員会
6月6日▶第３回まちづくり常任委員会
6月6日▶第５回全員協議会
6月6日▶第２回情報推進常任委員会
6月6日▶第３７回議会報編集委員会
6月11日▶第３８回議会報編集委員会
6月18日▶第３回幌延町議会定例会
6月18日▶第４回まちづくり常任委員会
7月3日～4日▶全道町村議会議員研修会（札幌市）
8月6日▶第３９回議会報編集委員会
8月13日▶第４０回議会報編集委員会

名　林　公　園　樹　木
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　記録的な（毎年聞く気もしますが）猛暑となった夏も終わり、いきなり秋が
やって来ました。今年は道北でも３０℃を超える真夏日も記録し、熱中症の患者
さんも多かったように思います。これからの時期は「９月病」にも注意が必要になります。
　「９月病？、５月病なら聞いたことがあるけど」と思われるかも知れません。５月病は新年度の
緊張状態がゴールデンウィークを過ぎた頃に緩んで起きると考えられています。９月病も同様に
夏休み明けの時期にみられるのですが、主に精神的な不調を訴える５月病と違うのは、身体的な
体調の悪さを伴ってくる点です。夏の猛暑を乗り切るために肉体は酷使されます。秋になるとこ
の肉体は、気温の低下や台風などの気圧変化に対応しなければならなくなります。
　また、日照時間によって調節されている睡眠や脳の休息をつかさどるホルモン異常も起こりま
す。これらが重なり、シルバーウィーク（まだ馴染めませんが）が終わる９月末には倦怠感や気
力低下でぐったり・・・となってしまいます。
　９月病に対処するには、まず生活習慣をしっかり見直すことが必要となります。秋の夜長に夜
更かしをせず、食欲の秋でもバランスに気を配り、スポーツの秋にしっかりと体を動かす。環境
が変化する時期だからこそ、夏に消耗した心と体のケアを行って、もうすぐやってくる長い冬に
備えましょう。

診療所だより 診療所長：田川 豊秋

９月病

田川所長の医療漫談DVD『無料貸出』について
　町立診療所では、田川所長による医療漫談をDVD化し、９月から希望者へ無料で貸し出しを行
います。普段お仕事や用事等で医療漫談に来られない方、もう一度医療漫談を見たい方など、この
機会にぜひご利用ください。

お問い合わせ先：町立診療所　　電話・告知端末機：５－1221　　
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※小西出氏、菅野氏は、所用により欠席
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市橋　 一敬氏
菅野　 康浩氏
本田　 優人氏
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　８月１日（水）から８月３日（金）にかけて、エネルギー関連施設見学会を行い、33名の小中学

生が参加しました。

　１日目は、ゆめ地創館を見学しながら、幌延深地層研究センターで行われている深地層研究の内
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しました。また、地質標本館では、子どもたちは世界各国から採掘された化石や鉱物に目を輝かせ、

時折質問をするなど、真剣に学んでいました。

　見学中は、非常に気温が高く、道北地域では体験することのできない暑さを経験することとなりま

したが、体調を崩すことなく最後までしっかりと学んでいました。今後も、今回の見学会の経験を活

かし、幌延町で行われている深地層研究やエネルギーに関する知識を深めて欲しいと思います。

児童・生徒の部　　８月１日（水）～８月３日（金）
エネルギー関連施設見学会エネルギー関連施設見学会平成30年度

遠藤芽衣さんが
宗谷管内学校教育活動等表彰
「北の輝き」を受賞

遠藤芽衣さんが
宗谷管内学校教育活動等表彰
「北の輝き」を受賞

　問寒別中学校の遠藤 芽衣さんが、宗谷
管内学校教育活動等表彰「北の輝き」を

受賞し、７月25日に宗谷教育局長から表彰状
が手渡されました。
　遠藤さんは、第42回全国児童・生徒木工工
作コンクールにおいて、自身の木工作品が応
募 総 数25,220
作品の中から、
中学生の部　損
保ジャパン日本
興亜賞を受賞し
た功績が認めら
れました。

プロバレーボールチーム
「ヴォレアス北海道」
合宿事業

プロバレーボールチーム
「ヴォレアス北海道」
合宿事業

　幌延町バレーボール協会主催のプロバ
レーボールチーム「ヴォレアス北海道」合

宿事業として、合宿期間中に総合体育館で各種
イベントが行われました。
　28日は、小中学生を対象とした選手による
バレーボール教室や、インストラクターによる
キッズダンス教室が開催され、その後「ヴォレ
アス北海道」と「岡崎建設オウルズ」の親善試
合が行われました。町内外問わず多くの観客が
集まり、白熱した試合に会場は熱気に包まれて
いました。
　29日は、選手と町民対抗のミニバレーボー
ル大会が行われ、参
加者は気持ちのよい
汗を流しました。

ふるさと自然体験チャレンジ教室
「カヌー体験」
ふるさと自然体験チャレンジ教室
「カヌー体験」

　ほろのべ朝活プロジェクトの一環として、
三日月湖でふるさと自然体験チャレンジ教

室「カヌー体験」が行われました。
　当日は絶好のカヌー日和で、参加した子ども
たちは漕ぎ方を教わった後、タイムを競いまし
た。

寸劇で詐欺予防
普及啓発
寸劇で詐欺予防
普及啓発

　成年後見制度等について学んできた市
民後見人養成研修修了生が、７月29日に

明生会老人クラブで「訪問販売トラブル」「還
付金詐欺」について寸劇を行いました。
　トラブルに巻き込まれないようにイメージ
を持ってもらおうと、修了生が台本や小道具
等から準備をし取り組み、アドリブあり、笑
いありの熱演を披露しました。寸劇の後は交
流会を行いました。

7月 水
日25

7月 土
日28

7月 日
日29

7月 土
日28

7月 日
日29
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　子ども会育成連絡協議会が主催する七夕
まつり交通安全パレードと花火大会が行わ

れました。
　各町内会の子ども会が役場庁舎前駐車場に集
まり、思い思いに飾り付けを施した山車を引き
ながら、音楽に合わせて交通安全を呼び掛け幌
延市街をパレードしました。
　パレード終了後には、共進会場で花火大会が
行われ、夜空に上がった花火を楽しんでいまし
た。

　幌延深地層研究センターによる平成29
年度調査研究成果について、７月19日に幌延

町へ、８月８日に地域住民へ報告会が行われまし
た。
　国際交流施設で開催された地域住民への報告会
では、地層科学研究や地層処分研究開発の成果、
地下施設の維持管理、環境モニタリングの結果、
安全確保の取り組みなどの報告の後、さまざまな
視点から質疑応答が
行われました。

8月 土
日18 　共進会場で幌延町乳牛共進会が開催され

ました。未経産の部19頭、経産の部20頭
の手塩にかけて育てられた乳牛が出陳されまし
た。

8月 木
日9

8月 火
日7

　問寒別町民会館前の広場で地域の人たちが
盆踊りを楽しみました。会場では、子ども盆

踊りや仮装盆踊りのほか、メッセージ花火の打ち
上げやじゃんけん大会など各種ゲームも行われ、
参加者たちは過ぎゆく夏を楽しんでいました。

▶
経
産
の
部

▶
未
経
産
の
部

８月 日
日5

８月 土
日4
８月 日

日5

　８月５日に、講談社による本とあそ
ぼう「全国訪問おはなし隊」が幌延町

を訪れました。
　キャラバンカーにたくさんの絵本や児童
書を積んで全国を回るおはなし隊は、この
日午前に幌延町生涯学習センターで、午後
に問寒別生涯学習センターでキャラバンカ
ー見学とおはなし会を行いました。
　子どもたちは、車いっぱいに詰め込まれ
た絵本や児童書を読んだり、センター内で
おはなし隊による絵本と紙芝居の読み聞か
せを熱心に聞いてい
ました。

幌延・秘境駅サイクリングツアー
「チャリ・デ・秘境駅」
幌延・秘境駅サイクリングツアー

「チャリ・デ・秘境駅」
　ほろのべ・エコモビリティを考える会主催の幌
延・秘境駅サイクリングツアー「チャリ・デ・秘

境駅」が開催されました。
　４日は、道内外からの参加者たちが、糠南などの秘
境駅を途中下車し、自転車で駅周辺や幌延ビジターセ
ンターなどを回ったり、10kmを超えるオロロンライ
ンを走行するなど、普通列車と自転車のフィールドイ
ベントを楽しみました。
　５日は、前日のイベントを踏まえたワークショップ
が行われた後、７年半自転車世界一周 旅行作家・石
田ゆうすけ氏をお招きして「地球を走って見えたもの

～世界一周疑似体験スライドショー
～」と題した講演会が行われ、石田
氏のドラマチックな体験談に、来場
者は惹きつけられていました。

本とあそぼう
「全国訪問おはなし隊」が
幌延町を訪問

本とあそぼう
「全国訪問おはなし隊」が
幌延町を訪問

　今年も問寒別神社祭が行われ、29日の宵宮祭
では地域の方々による手作りの出店が並び、井上

観光大使のライブパフォーマンスや大抽選会などで
大盛況となりました。30日は本祭神輿渡御に続き、
親子ソーランやよさこいソーラン、サロベツ太鼓が
披露されました。

問寒別神社祭問寒別神社祭子ども会
七夕まつり
交通安全パレード＆花火大会

子ども会
七夕まつり
交通安全パレード＆花火大会

幌延深地層調査研究計画
平成29年度 成果報告会
幌延深地層調査研究計画
平成29年度 成果報告会

第48回幌延町乳牛共進会第48回幌延町乳牛共進会

問寒別地区盆踊り大会問寒別地区盆踊り大会

日
日

７月29
月
日

７月30
7月 木

日19
8月 水

日8
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8月 土
日11 8月 日

日1２
第48回ほろのべ名林公園まつり＆秘境駅フェスタ第48回ほろのべ名林公園まつり＆秘境駅フェスタ

　第48回目となるほろのべ名林公園まつりが、今年は秘境駅フェスタと合同で開催されました。開催期間
中は、名林公園まつり恒例の催し物のほかに、秘境駅フェスタの催し物として秘境駅バスツアーや南田 裕

介さんの秘境駅トークショー、秘境駅コーナーなどが用意されました。
　初日の11日は、日中は音楽演奏や抽選会が行われたほか、幌加内町とのコラボ企画「合鴨蕎麦」が販売され、
夜はじゅんいちダビッドソンのお笑いや門倉有希さんの歌謡、井上仁
志観光大使と幌加内そばの里大使 上杉周大さんのステージショーが
行われました。
　２日目の12日は、日中は怪盗戦隊ルパンレンジャー VS警察戦隊パ
トレンジャーのキャラクターショー、ぷりんせす♥たいむのライブと
ファイターズガールのダンスやスイカ割り、南田裕介さんによる秘境
駅トーク、杜このみさんの歌謡が会場を盛り上げ、夕方からは子供仮
装盆踊り大会やじゃんけん大会、幌延ど真ん中踊りが行われ、最後に
大人仮装盆踊り大会でイベントを締めくくりました。 ▲オープニング

▲幌延中学校吹奏楽部による演奏▲イエマンジャーによる演奏

▲豪華景品争奪じゃんけん大会開催じゃ～

▲出店の様子

▲杜 このみ ▲ファイターズガール
　（今年はスイカ割るんじゃ～）

▲怪盗戦隊ルパンレンジャー 
　VS警察戦隊パトレンジャー

▲幌加内町とのコラボ
　合鴨蕎麦販売
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▲抽選会

▲会場の様子 ▲幌延町観光大使　井上 仁志

▲幸運のティッシュをつかむんじゃ～
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▲南田 裕介といく　糠南駅（12日）▲南田 裕介といく　糠南駅（12日）
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　第48回目となるほろのべ名林公園まつりが、今年は秘境駅フェスタと合同で開催されました。開催期間
中は、名林公園まつり恒例の催し物のほかに、秘境駅フェスタの催し物として秘境駅バスツアーや南田 裕
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　初日の11日は、日中は音楽演奏や抽選会が行われたほか、幌加内町とのコラボ企画「合鴨蕎麦」が販売され、
夜はじゅんいちダビッドソンのお笑いや門倉有希さんの歌謡、井上仁
志観光大使と幌加内そばの里大使 上杉周大さんのステージショーが
行われました。
　２日目の12日は、日中は怪盗戦隊ルパンレンジャー VS警察戦隊パ
トレンジャーのキャラクターショー、ぷりんせす♥たいむのライブと
ファイターズガールのダンスやスイカ割り、南田裕介さんによる秘境
駅トーク、杜このみさんの歌謡が会場を盛り上げ、夕方からは子供仮
装盆踊り大会やじゃんけん大会、幌延ど真ん中踊りが行われ、最後に
大人仮装盆踊り大会でイベントを締めくくりました。 ▲オープニング

▲幌延中学校吹奏楽部による演奏▲イエマンジャーによる演奏

▲豪華景品争奪じゃんけん大会開催じゃ～

▲出店の様子

▲杜 このみ ▲ファイターズガール
　（今年はスイカ割るんじゃ～）

▲怪盗戦隊ルパンレンジャー 
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初回更新者講習（２時間）
　９月４日（火）10時から
　　　　　天塩町社会福祉会館
優良運転者講習（30分）
　９月４日（火）13時から
　　　　　天塩町社会福祉会館
　９月５日（水）18時30分から
　　　　　消防署幌延支署２階
一般運転者講習（1時間）
　９月４日（火）13時45分から
　　　　　天塩町社会福祉会館
違反運転者講習（2時間）
　９月４日（火）15時から
　　　　　天塩町社会福祉会館

運転免許更新時
講習のお知らせ

　10月１日（月）から10月７日（日）までは公証週間です。
　公証人は、公証役場において遺言や大切な契約などの公正証書の作成、
会社を設立する際の定款の認証などを行っています。
　公証人は、法務大臣によって任命される公務員です。

「遺言は公正証書で！」
　公正証書遺言は、自筆遺言証書のように裁判所での検認は必要ありませ
んし、原本は公証役場で保存していますので、偽造・変造や紛失の心配も
ありません。
　また、公証人が自宅や病院へ出向いて遺言書を作成することもできます。

　公証制度の詳細については、公証役場または法務局にお問い合わせくだ
さい。
　また、日本公証人連合会のホームページにおいても、公証制度を紹介し
ていますので、ご利用ください。

【お問い合わせ先】
旭川公証人合同役場　電話：0166-23-0098
（旭川市６条通８丁目37番地22）
名寄公証役場　　　　電話：01654-3-3131
（名寄市西１条南９丁目35）
旭川地方法務局　　　電話：0166-38-1144
（旭川市宮前１条３丁目３番15号）

公証週間のお知らせ

　道では、道税の滞納整理の促進を図るため、９月を
「動産差押強化月間」と定め、集中的に滞納者の住居
や事務所等の捜索を実施し、各種動産および自動車の差
押えを実施します。
　差し押さえた財産は、インターネット上で公売します。

【お問い合わせ先】
　北海道総務部財政局税務課　納税促進グループ
　電話：011-２０４-5061（ダイヤルイン）

北海道における
動産差押強化月間について

　北海道財務局の専門の相談員が「借金の悩み」を親
身になってお聴きし、あなたに合った解決方法を提案し
ます。また、「預金・融資、保険など金融全般」のご相
談も受け付けます。無料・予約不要です。
【受付日時】
　平成30年９月14日（金）　午前９時～午前11時30分
【会　　場】
　宗谷総合振興局２階３号会議室
　（稚内市末広４丁目２番27号）
【主　　催】
　北海道財務局、旭川財務事務所
【共　　催】
　宗谷総合振興局
【お問い合わせ先】
　北海道財務局相談員直通
　（午前９時～ 12時、午後１時～午後５時）
　電話：011-807-5144 または011-807-5145

「借金・金融一般相談会」
の開催について

お忘れではありませんか？
まだ納めていない方は今すぐ納めましょう！
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 今年は日本各地で、低温・大雨・猛暑と異常気象と呼ばれる状況が続きました。それに比べると幌延は
穏やかな天候ですね。
 今年のノースガーデンのブルーポピーは、昨年からの花壇担当の人たちの努力の甲斐あって、6月初旬
から7月中旬までたくさんの花が咲き続けました。花に関する問い合わせにも、自信を持って観に来てく

ださいと答えられるほどでした。7月からは、
昨年来の雑草からの救出作戦が功を奏して、7
月後半の一週間、昨年に続いてビジターセンタ
ー木道でのホタル観察会を行いました。今年は、
7月までの長雨・低温のせいか、ホタルの出現
時期は1週間ほど遅く、観察会初日には見るこ
とができず、数日に
わたって観察に来ら
れた方もいらっしゃ
いました。期間中の
ホタルの観察数も例
年に比べて少なく、

参加された方たちと一緒に、まるで宝探しをするようにホタルを探し、生息し
ていることが確認できました。観察会終了後もしばらく観察を続けましたが、
それほど数は増えていません。成虫の数が少ないと来年のホタルの出現が気に
なります。右の画像は吉原隊員が昼間木道散策中に出会ったホタルです。頭部
の模様からヘイケボタルだと確認できます。
　屋内に閉じこもっていては、自然のようす、幌延の良いところは、なかなか気付くことができません。
皆さんも外に出て、まちを散策しみましょう。そして気付いたことがあったら、駅にある「ホロカル」ま
でご連絡ください。								        地域おこし協力隊　丸田

地域おこし協力隊通信 vol.33

▼町ホームページ：協力隊コーナー「Base Town」／▼協力隊Facebook(URL：https://www.facebook.com/horo.okoshitai/)

台風＋前線は大雨パターン

　台風は７月から10月にかけて最も多く発生し、強い風や雨により大きな災害をもたらします。平
成28年８月には、観測史上初めて３つの台風が次々北海道に上陸したほか、台風第10号の接近によ
る大雨で甚大な被害が発生しています。また、北海道付近に前線が停滞しているところに南から台
風が北上してくると、台風の周辺から水蒸気を大量に含んだ暖かく湿った空気が送り込まれて前線
の活動が活発になり、前線による大雨とその後の台風本体による大雨が長時間続きます。今年７月
初めには北海道付近に停滞する前線と台風第7号の影響により、上川・留萌・空知地方を中心に大
きな被害が発生しました。
　気象庁では３日先まで
の台風予報、その先も引
き続き台風であると予想
される場合には５日先ま
での台風の進路を発表し
ています。
　台風進路予想の確認は
もちろんのこと、北海道
に前線が停滞している場
合には、「台風＋前線は
大雨パターン」として捉
え、気象台が発表する防
災気象情報に注意しなが
ら、大雨に備えた準備が
必要です。

お問い合わせ先：稚内地方気象台（月～金曜日）　電話：0162-23-2679

北海道で大雨となるときの天気図の例

木道上のヘイケボタル

平成 30 年７月３日 21 時の天気図

ノースガーデンの花たち
（けしとデルフィニウム）
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国民年金保険料の追納をおすすめします！
●追納によって、受け取る年金を満額に近づけることができます。
　老齢基礎年金の年金額を計算する際に、保険料の免除や猶予の承認を受けた期間がある場合は、保険
料を全額納付した場合よりも、受け取る年金の額が少なくなってしまいます。
　しかし、免除等の承認を受けた期間の保険料を、後から納付（追納）することにより、老齢基礎年金
の年金額を満額に近づけることができます。
　過去に国民年金保険料の免除制度や、若年者納付猶予制度等を利用されていた方については、将来受
け取る年金を満額に近づけるためにも、追納を行っていただくことをおすすめします。

●追納を行う場合は、申し込みが必要です。
　役場もしくは最寄りの年金事務所で申し込みを行っていただきます。その後、厚生労働大臣の承認を
受けた上で納付書がお手元に届きますので、その納付書でお支払いしていただきます。口座振替ならび
にクレジット納付はできませんのでご注意ください。

●追納に関する注意事項
①…一部免除を受けた期間に納付すべき保険料を納付していない場合と、老齢基礎年金を受けられる方

は、追納できません。
②…追納できるのは、追納が承認された月の前10年以内の免除等期間に限られています。
　（例：平成30年９月分は平成40年９月末まで）
③…承認等をされた期間のうち、原則古い期間からの納付となります。
④…保険料の免除もしくは納付猶予を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に保険料を追納

する場合には、承認を受けた当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされますので、お
早めの追納をおすすめします。

　なお、今年度中に追納していただく際の保険料は、以下のとおりです。　
平成31年（2019年）３月31日までに追納する場合の保険料額

免除等年度
追納保険料額（月額）

全額免除
（納付猶予） 4分の3免除 半額免除 4分の1免除

平成20年度 15,170円 11,380円 7,580円 3,790円
平成21年度 15,260円 11,440円 7,630円 3,810円
平成22年度 15,520円 11,640円 7,760円 3,880円
平成23年度 15,310円 11,470円 7,650円 3,820円
平成24年度 15,160円 11,360円 7,580円 3,780円
平成25年度 15,130円 11,350円 7,570円 3,780円
平成26年度 15,280円 11,460円 7,640円 3,820円
平成27年度 15,610円 11,700円 7,800円 3,900円
平成28年度 16,260円 12,190円 8,130円 4,060円
平成29年度 16,490円 12,370円 8,240円 4,120円

お問い合わせ先：稚内年金事務所　電話：0162-32-1941
　　　　　　　　役場保健福祉課 戸籍福祉グループ　電話：5－1115（内線166）・告知端末機：5-8813

国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間のある方は、
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７月

１
土

長寿まつり 11:00～（国際） 16
日

平成31年度 宗谷管内町村職員（初級・消防）
採用資格試験（第１次試験） 8:30～

（役場2階大会議室）
２
日

北星園祭 10:30～（北星園）
ふるさと自然体験チャレンジ教室「酪農体験」

17
月

敬老の日

３
月

18
火

つぼみひろば 10:30～11:30（子セ）

４
火

つぼみひろば 10:30～11:30（子セ）
ますます健康教室 14:00～（保セ）

19
水

めばえ・わかばひろば 10:30～11:30（子セ）

５
水

めばえ・わかばひろば 10:30～11:30（子セ）
子どもの集い「わくわくジャズコンサート」
　開場 13:00～ 開演 13:30～（幌中体育館）

20
木

はつらつ教室 ９:45～（保セ）
幌延町民プール（クローズ）

６
木

はつらつ教室 ９:45～（保セ） 21
金

問寒別すきっぷくらぶ 10:00～11:00（問保）
にこにこ教室 ９:30～（保セ）

７
金

【問寒別出張診療日】
明和会健康相談 11:00～（下沼寿の家）
絵本の読み聞かせ会 11：00～11：30（生セ図書室）

22
土

町民マラソン大会　開会式 9：20～（総ス）

８
土

ソフトエアロビクス教室 10:00～11:30（総体） 23
日

秋分の日
幌延町消防団秋季消防演習 14:00～
　サイレン吹鳴
　12:30（団員召集） 15:30（模擬火災）

９
日

問寒別地区町内会対抗ソフトボール大会
※開催予定　10：00～（問小中グラウンド）

24
月

振替休日

10
月

出張ひろば 10:00～11:00（問保） 25
火

11
火

２歳児健康相談 ９:45～（保セ） 26
水

【心療内科・精神科診療日】
５歳児健康相談 13:15～（保セ）
軽体操運動 10:00～11:30（総体）
英会話教室 19：00～20：30（生セ）

12
水

【心療内科・精神科診療日】
問寒別にこにこ教室 10:00～（問セ）
生きがい教室（町外研修予定）

27
木

もぐもぐ教室 10:00～（保セ）

13
木

キッズダンス教室/子ども運動教室（幌小体育館） 28
金

こども園すきっぷくらぶ 10:00～11:00（子セ）

14
金

すくすく健診 13:00～（保セ） 29
土

幌延町文化祭 13：00～19：00（国際）

15
土

30
日

幌延町文化祭 9：00～16：00（国際）

町民くらしのカレンダー 9月（Sep）
注：保セ＝保健センター　　　　　　子セ＝子育て支援センター　　
　　問保＝問寒別へき地保育所　　　問セ＝問寒別生涯学習センター

生セ＝幌延町生涯学習センター　国際＝国際交流施設　　　　　
総ス＝総合スポーツ公園　　　　総体＝総合体育館　　　　　　

告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！
告知端末機「知らせますケン」の
　視聴についてのお願い！

　告知端末機「知らせますケ
ン」では、通常の行政情報だ
けではなく、緊急の避難警報
など、皆さんにとって重要な
お知らせ放送をすることがあ
ります。
　電源は必ず入れて、１日１回
は視聴するようお願いします。
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■
企
画
・
編
集
／
総
務
財
政
課
総
務
グ
ル
ー
プ
　■
印
刷
／
株
式
会
社
須
田
製
版

■
幌
延
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／http://w

w
w

.tow
n.horonobe.hokkaido.jp

■
平
成
30
年
9
月
　
■
発
行
／
天
塩
郡
幌
延
町

（平成30年７月末日現在）

男
女
計

（－４）
（－６）
（－10）

1,197
1,157
2,354

世帯数 （－３）1,251
※（　）内は前月比

●
広
報
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
●

総
務
財
政
課
総
務
グ
ル
ー
プ

電
話 

５―

１
１
１
１
／
告
知
端
末
機 

５―

８
８
１
１

ほ
ろ
の
べ
の

裏
窓

ほ
ろ
の
べ
の

裏
窓

■
８
月
に
は
、
幌
延
町
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
「
名
林

公
園
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
、
恒

例
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
仮
装
盆
踊
り
な
ど
、
昨

年
以
上
の
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

■
毎
年
、
名
林
公
園
ま
つ
り
が
終
わ
る
と
と
も
に
、

短
い
暑
い
夏
も
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
一
気
に
涼
し

く
な
り
ま
す
。
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
し
っ
か

り
管
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
ま
た
、
今
年
７
月
に
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
で

は
、
北
海
道
で
も
川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
り
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
幌
延
町
で
は
近
年
、
大
き

な
災
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
つ
ど
こ
で

起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
の
備
え
に
よ
っ

て
被
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
ま
す
の
で
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
慌
て
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、「
自
分

で
で
き
る
こ
と
」「
家
族
で
で
き
る
こ
と
」
な
ど

に
つ
い
て
考
え
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

七
月
定
例
俳
句
会
作
品

幌
延
ほ
お
ず
き
俳
句
会

諸
鳥
の
こ
も
る
大
樹
や
日
の
盛
り

菜
園
に
日
盛
り
避
け
し
籠
ひ
と
つ

日
の
盛
り
へ
た
ば
る
自
分
情
け
な
し

日
盛
り
の
知
ら
ず
に
出
て
る
一
人
言

日
の
盛
り
鴉
と
黒
い
草
ロ
ー
ル

森
閑
と
町
の
あ
り
け
り
日
の
盛
り

横
山
　
貞
雄

富
樫
　
堅
一

熊
谷
千
恵
子

佐
藤
　
光
朗

富
樫
と
も
子

田
中
　
徹
男

そ
　
　
ら

　
お
喋
り
大
好
き
、
散
歩

大
好
き
な
男
の
子
の
大
空

で
す
。
最
近
は
、
ず
り
ば

い
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、

部
屋
中
を
探
検
し
て
遊
ん

で
い
ま
す
。
思
い
や
り
を
忘

れ
ず
元
気
と
笑
顔
が
い
っ
ぱ

い
に
育
っ
て
ね
。

く
　
ん

丸 

山
　大 

空

(

平
成
29
年
12
月
26
日
生
・
栄
　
町)

お
母
さ
ん
　
　
春
　
香
　
さ
ん

　9月に入るとペンケ沼に、オオヒシ

クイの群れが渡ってきます。渡来して

まず食べる物は、名前の由来になって

いる大好物のヒシの実です。実だけで

はなく葉も食べ、大食漢なので沼の水

面に繁茂しているヒシはすぐになくな

ります。次に主食になるのが、沼に近

い下沼地区の牧草畑の草です。冬に備

え、たらふく食べて皮下脂肪を蓄えた

オオヒシクイたちは、晩秋になると本州の越冬地へと向かい旅立ちます。

開基120年記念特集
「北緯45度の大地に生きる動物たち」「北緯45度の大地に生きる動物たち」

No.6

「大好物はヒシの実　　オオヒシクイ」

撮影・文：冨士元　寿 彦 氏
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